
１８Kami１９ Kami

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

お名前 性別 亡月日 享年 地　区 赤ちゃん 性別 出生月日 地　区父 母

男

女

女

男

女

男

女

女

女

女

男

男

女

女

男

女

女

男

女

女

女

男

男

男

女

女

女

７．１

７．３

７．４

７．４

７．４

７．５

７．５

７．５

７．７

７．８

７．９

７．９

７．１３

７．１６

７．１６

７．１６

７．１７

７．１８

７．１９

７．２２

７．２３

７．２５

７．２５

７．２６

７．２７

７．２７

７．３１

７８

９７

９７

８７

８４

９４

８９

８７

１０４

８６

８５

６６

９７

９９

９４

８１

８８

８５

７３

９２

８１

８９

５６

８０

９２

６７

９８

山

山

香

山

山

香

山

山

山

物

物

物

山

山

山

山

山

山

山

香

山

香

山

山

香

香

山

宝町１

大後入

永野

神通寺

百石町１

梅久保

新改

立石

秦山町２

仲町

別府

岡ノ内

北本町１

中村１

北本町１

県住

小島

中組

栄町

永野

旭町５

永野

西本町１

中村１

朴ノ木

本田

東本町４

※地区名の○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

香山 物

７．３

７．７

７．１３

７．２６

７．３１

詩織

陽加里

来夏



絵里

孝司

勇二

悠

平

久志

男

男

男

男

男

東本町４

本村

旭町４

北組西

韮生野

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山

山

山

山

香

       みなと

しゅうさく

　  りつ

       みなと

    ちあき

令和２年８月１日現在

前月比 

市の人口市の人口市の人口市の人口市の人口

総人口 ２５，９６９人 男 １２，２５１人 女 １３，７１８人

前月比 

山田 香北 物部１９，９６０人

世帯数 １３，０９５世帯 出生

死亡

４，３５７人

－１８人

－３人 －６人 －９人

８人 －２６人

６ 月
届 出

７人

４２人

１，６５２人

転入

転出

３４世帯

２１世帯前月比 －９世帯

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

２０ｃｍ上

１８ｃｍ～２２ｃｍ

なお、上記の単価は１㎥あたりの平均単価です。

【問い合わせ先】

　物部森林組合ストックヤード
（物部町中谷川３１４）☎５７－３５４０
　香美森林組合国見支所／繁藤ストックヤード
（土佐山田町繁藤１４０－７）☎５７－９１１４  

材長

４m

３m

２m

６m

樹　種

径　級

スギ（円／㎥）

曲 曲

ヒノキ（円／㎥）

市況

営業
時間

スギ・ヒノキ共に横這い。ヒノキ24cm上の２番、

元玉が買気が少し見られる。虫害の時期ですので

伐採後は早めの出荷をお願いします。

スギ・ヒノキ共に2ｍ造材は極力避け、4ｍ主体の

造材が有利。余尺は10㎝以上20㎝以下程度での造

材をお願いします。

直・小曲直・小曲

月曜日 ～ 金曜日 ８時 ～ １ ７ 時   （祝祭日休み）

９，０００

９，０００

１０，５００

１２，５００

１２，０００

　８，０００

８，０００

１２，０００

１２，０００

１２，０００

　８，５００

１８，０００

９，０００

１２，０００

１７，０００

１５，０００

１５，０００

８，０００

１０，０００

１６，０００

１４，５００

１５，０００

　６，０００

２６，０００

８，５００

８，５００

８，０００

１１，０００

１０，５００

　８，０００

　８，０００

９，０００

１１，０００

１０，５００

８，５００

１６，０００

９，０００

９，０００

１４，０００

１３，０００

１４，０００

８，０００

７，５００

１３，５００

１３，５００

１３，０００

６，０００

２４，０００

木　材　市　況

物 

部

香 

美

８月７日第3６５回市（物部） 

７月２８日第1２６回市（香美） 
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夏
は
出
番
が
な
く
て 

刈
谷
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

                                             

記
念
に
と
蜜
柑
の
苗
木
に
孫
の
名
付
け
共
に
成
長
願
い
て
水
や
る 

寺
内　

啓
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

                                                    

美
方
八
重
御
車
返
し
藍
姫
と
名
も
美
し
き
山
紫
陽
花
は 

小
松　

美
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

                                                    

鮎
解
禁
太
公
望
の
物
部
川
ど
こ
吹
く
風
ぞ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

溝
渕　

龍
泉

　
　

    　
　
　
　
　
　
　
　

           　
　
　

さ
く
ら
ん
ぼ
真
っ
赤
に
熟
れ
て
青
晴
雨
孫
の
記
念
樹
今
十
五
歳 

中
村　

佐
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

山
里
の
新
緑
眺
め
深
呼
吸
コ
ロ
ナ
禍
少
し
忘
れ
て
い
た
い 

大
場
比
奈
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

                                             
ニ
ュ
ー
ス
に
て
よ
さ
こ
い
中
止
確
定
す
知
事
も
市
長
も
う
つ
む
き
て
告
ぐ 

町　
　

耿
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

                                                    

若
き
等
の
語
ら
う
姿
睦
ま
じ
く
庭
に
降
り
く
る
つ
が
い
鳩
の
ご
と 

尾
立
ひ
と
み

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

                            　
　

  

　

俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲

載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

〒
782－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53－

５
９
５
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